
名 船  発  掘 く汽船〉

陽
《主要目)浅 吃水型貨客船、日清汽船所属、3′588総トン、

主機三連成レシプ回2基 、出力3′076馬力、

最高速力 54ノ ット、旅客定員334人、 907年川崎造船所建造

中国の長江で活躍 した大型河用客船

中
国
内
陸
交
通

の
大
動
脈
「
長
江
」

中
国
で
は
隋
唐
の
大
運
河
の
背
か
ら
、

河
川
や
運

河
を
利
用
し
た
内
陸
交
通
が
盛
ん
だ
。

古
来

「南
船
北
馬
」
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

長
江

（揚
子
江
）、
珠
江
な
ど
大
船
が
航
行
で
き
る
大
河
の

多
い
華
中

・
華
南
で
は
、

今
も
な
お
水
運
が
有
力
な

基
幹
交
通
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

中
で
も
世
界
第
二
の
大
河

・
長
江
に
お
け
る
水
運

は
、

近
代
以
後
、

中
国
の
内
陸
交
通
の
大
動
脈
と
な

っ
て
お
り
、

独
特
の
形
態
と
機
能
を
も
っ
た
浅
吃
水

型
客
船
が
多
数
就
航
し
て
き
た
。

現
在
で
は
、

河
口

か
ら
千
二
百
キ
ロ
上
流
の
武
漠
ま
で
は
五
千
総
ト
ン

級
、

二
千
五
百
キ
ロ
上
流
の
重
慶

へ
は
三
千
総
ト
ン

級
の
客
船
の
遡
航
が
可
能
で
あ
る
。

長
江
の
交
通
上

の
重
要
性
は
吉
も
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

二
千
五
百
キ
ロ
と
い
う
と
、

ざ
っ
と
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
の
距
離
で
あ
る
。

さ
す
が
大
陸
だ
け
あ
っ

て
、

内
陸
水
運
と
は
い
っ
て
も
、

島
国
の
日
本
人
の

感
覚
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
規
模
の
大
き
さ
だ
。

筆
者
は
数
年
前
、

中
国
の
定
期
船
で
長
江
を
旅
し

た
が
、

そ
の
水
域
の
広
大
さ
と
、

遡
航
下
航
す
る
船

の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
だ
っ
た
。

瀬
戸
内
海
を

見
た
中
国
人
が

「
こ
の
河
は
何
と
い
う
名
か
？
」
と

聞
い
た
と
い
う
が

（た
ぶ
ん
つ
く
り
話
だ
ろ
う
が
）
、

気
分
と
し
て
は
分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
の
長
江
水
域
で
最
も
交
通
量
が
多
い
の
は
、

申



漢
線

（申
は
上
海
の
別
名
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
上
海

―
武
漢
間
千
二
十
五
キ
ロ
で
あ
る
。

正
確
な
統
計
は
な
い
が
、

現
在
、　

一
日
二
万
人
以

上
が
こ
の
航
路
を
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

就

航
中
の
船
は
、

上
海
船
廠
建
造
の
五
千
総
ト
ン
級
浅

吃
水
型
貨
客
船
。

中
速
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ニ
基
を
備
え
、

約
千
四
百
人
の
旅
客
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本

の
船
会
社

の
長
江
航
路
参
入

さ
て
、

か
つ
て
は
ジ
ャ
ン
ク
が
主
体
だ
っ
た
長
江

水
運
に
汽
船
が
登
場
し
た
の
は
、

十
九
世
紀
後
半
の

こ
と
だ
。

だ
が
、

そ
の
汽
船
の
多
く
が
、

清
朝
か
ら

航
行
権
を
得
た
外
国
船

（特
に
英
国
船
）
で
あ
っ
た

の
は
、

中
国
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
だ
っ
た
。

や
が
て
日
清
戦
争
後
の
下
関
条
約
で
外
国
船
の
長

江
航
行
が
自
由
化
さ
れ
る
と
、
日
本
の
大
手
船
会
社

も
長
江
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず

一
八
九
八

（明
治
三
十

一
）
年
に
大
阪
商
船

が
、

小
型
貨
客
船

「天
龍
川
丸
」
と
姉
妹
船

「大
井

川
丸
」
を
投
入
し
て
上
海
―
漢
口

（新
中
国
成
立
後

武
昌
、

漠
陽
と
合
併
し
て
武
漢
と
な
る
）
航
路
を
創

設
し
た
。

開
業
に
際
し
大
阪
商
船
は
漢
口
支
店
を
設

置
し
た
。

同
社
と
し
て
は
神
戸
、

門
司
、

基
隆
に
続

く
四
番
目
の
支
店
で
あ
り
、
こ
の
航
路

へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

次
い
で

一
九
〇
三

（明
治
三
十
六
）
年
に
は
、
日

本
郵
船
が
英
国
の
マ
ク
ベ
イ
ン
社
か
ら
上
海
―
漢
口

線
の
航
権
、

船
、

水
陸
施
設
な
ど

一
切
を
買
収
し
、

長
江
水
域
に
進
出
。
こ
の
水
域
で
は
画
期
的
な
三
千

五
百
総
ト
ン
級
貨
客
船
三
隻
の
建
造
を
決
め
て
、
こ

れ
を
神
戸
の
川
崎
造
船
所
に
発
注
し
た
。

郵
船
の
参
入
に
よ
り
長
江
水
域
は
、

英
・
独
・仏
・

日

・
清
の
五
カ
国
、

十

一
社
の
船
が
入
り
乱
れ
る
過

当
競
争
の
場
と
化
し
た
。
日
系
四
社
（商
船
、

郵
船
、

湖
南
汽
船
、

大
東
汽
船
）
の
競
合
を
懸
念
し
た
明
治

政
府
は
、

政
友
会
総
裁
西
因
寺
公
望
の
進
言
を
参
考

に
、

前
記
三
隻
の
政
工
に
先
立
ち
、

四
社
を
合
併
す

る
よ
う
指
導
し
た
。

こ
う
し
て

一
九
〇
七

（明
治
四
十
）
年
二
月
二
十

五
日
に
国
策
会
社

・
日
清
汽
船
が
設
立
さ
れ
、

国
の

手
厚
い
保
護
の
も
と
に
、　

一
丸
と
な
っ
て
外
国
船
会

社
に
対
抗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
清
汽
船

の
長
江
航
路
客
船

と
し
て
活
躍

今
回
の
主
題
で
あ
る
岳
陽
丸
は
、

前
述
の
三
千
五

百
総
ト
ン
級
貨
客
船
三
隻
の
第

一
船
で
あ
る
。

発
注
者
は
郵
船
だ
が
、

川
崎
造
船
所
で
建
造
中
に

日
清
汽
船
に
現
物
出
資
。

新
会
社
の
誕
生
三
日
後
の

二
月
二
十
八
日
に
引
渡
さ
れ
、

上
海
―
漢
日
間
に
就

航
し
た
。

寄
港
地
は
鎮
江
、

南
京
、

蕪
湖
、

九
江
の

四
港
で
、

ほ
か
に
十
二
港
に
停
船
し

（旅
客
扱
い
の

み
行
う
）
片
道
十
日
の
日
数
を
要
し
た
。

船
名
は
岳
陽
は
長
江
中
流
の
都
会
名
で
、

杜
甫
の

詩
で
知
ら
れ
る
岳
陽
楼
が
あ
る
こ
と
で
有
名
だ
。

岳

陽
丸
の
読
み
は
、

発
注
時
に
は

「
ガ
ク
ヨ
ウ
ま
る
」

だ
っ
た
が
、

竣
工
後
は

「
ヨ
ー
ヤ
ン
ま
る
」
と
上
海

音
で
呼
ば
れ
た
。

川
崎
造
船
所
は
、　

一
人
九
九

（明
治
二
十
二
）
年

に
長
江
水
域
用
に
設
計
さ
れ
た
本
邦
初
の
貨
客
船
「大

元
丸
」
を
建
造
し
て
以
来
、

多
く
の
浅
吃
水
型
貨
客

船
を
世
に
送
っ
た
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
「大
元
丸
」
の

設
計
の
際
は
、
こ
の
種
の
特
殊
構
造
船
の
建
造
経
験

が
な
か
っ
た
た
め
そ
の
苦
心
は

一
方
な
ら
ず
、

関
係

者
を
外
国
の
長
江
航
路
船
に
乗
せ
て
、

内
密
に
主
要

部
の
寸
法
を
測
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「岳
陽
丸
」
は
就
航
後
、

三
十
年
に
わ
た
っ
て
上
海

の
漢
日
を
結
ん
で
い
た
が
、
日
華
喜
変
勃
発
直
後
の

一
九
二
七

（昭
和
十
二
）
年
八
月
十
五
日
に
上
海
か

ら
南
京
へ
向
か
つ
途
中
、

中
国
軍
に
拿
捕
さ
れ
、
「
江

漢
」
と
改
名
、

招
商
局
の
船
に
な
っ
た
。

同
じ
日
、

姉
妹
船
の

「南
陽
丸
」
と

「裏
陽
丸
」
は
、

上
海
で

中
国
軍
の
空
爆
を
受
け
て
沈
没
し
た
。

「
江
漢
」
は
、

新
中
国
の
建
国
後
も
長
江
水
域
で
稼

働
。　

一
九
六
〇

（昭
和
三
十
五
）
年
ご
ろ
廃
船
と
な

り
、

五
十
余
年
の
生
涯
を
終
え
た
。

第
二
次
大
戦
後
、

造
船
王
国
と
な
っ
た
日
本
で
は

多
種
多
様
な
い
が
造
ら
れ
て
き
た
が
、

ゴ
【陽
丸
」
の

よ
う
な
大
型
の
河
用
客
船
だ
け
は
、

今
後
二
度
と
現

れ
な
い
だ
ろ
う
。

（山
田
　
廼
生
）


